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文は前半部 (A の部) 3 章と後半部 (B の部) 4 章から成る。以下に概要を述べる。
前半部では， TrMA の不斉オリゴ、マー化反応とオリゴ、マーの分析結果について述べた。開始剤にフ










変化および、安定性について述べた。 4 種類のメタクリル酸1， 1- ジフェニルアルキルの不斉重合の
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結果から，ポリメタクリル酸エステルがらせん構造を形成し保持するのに必要なエステル基の大きさ
が明らかになった(第 1 章)。また， らせん構造を有する光学活性ポリ[メタクリル酸 (S) ージフェ
ニル( 1 ーメチルピロリジン-2-イル)メチノレ]が酸を含む溶液中で，酸の量に応じて可逆なヘリッ
クスーヘリックス転移を行なうことを見出した(第 2 章)。さらに， イソタクチックなポリマーを生
成する開始剤系を用いて得られたメタクリル酸ジフェニル-2- ピリジルメチルのオリゴマーのうち，
















とを明らかにした。また， らせん構造が安定に存在するのに必要な重合度は 6 --12以上であった。
さらに，光学活性のポリ[メタクリル酸 (S) ージフェニル (1 -メチルピロリジン -2- イル)
メチノレ]を合成し， これを酸を含む溶媒に溶解すると，酸の量に応じてポリマーらせんが可逆的な反
転を起こすことを見出した。
これらの研究は，かさ高いメタクリル酸エステノレかららせん構造を持つポリマーが生成する機構な
らびに生成らせんの安定性についての重要な基礎的知見を得るとともに，その成果を， らせん構造の
制御の可能なポリマーの合成へ展開したもので，高分子科学の発展に寄与するところ大である。よっ
て工学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
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